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△ 北海道立林業試験場メールマガジン
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△△△△▲▲▲ 『北の森の達人』
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----□----■----================================================ Vol.18 第18号

□■□読者の皆様へ□■□

このメルマガをお読みになっている皆様の地域では、積雪はどうでしょうか？
林業試験場の周りでは、この冬、例年に比べてとても積雪が少ない状態が続いています。
それでも、あたり一面の雪景色を見ていると芽吹きの春が待ち遠しくなりますが、花粉症
の方はそうとばかりも言っていられませんね。
その花粉症ですが、道内ではシラカバ花粉症が多いことから、林業試験場などで研究を

進め、シラカバの雄花の着花状況で、花粉飛散数を予測できることがわかりました。
今年の花粉飛散数予想を下記記事のとおり、林業試験場のホームページに掲載しましたの
で、どうぞご活用ください。
なお、１月末に光珠内季報とグリーントピックスを発行しました。是非ご一読をお願い

します。

北海道立林業試験場メールマガジン『北の森の達人』は、北海道の森林・林業・身近な
みどりに関わる情報を皆様に直接お届けするメールマガジンです。

/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_

□■□ 目 次 □■□
■刊行物ダイジェスト ・・・・・・・・・ 光珠内季報 No.153

グリーントピックス No.40
■ホームページの紹介 ・・・・・・・・・ 北海道シラカバ花粉予報
■森とみどりのＱ＆Ａで解決！ ・・・・・ 河畔林の機能
■今日の達人のささやき ・・・・・・・・ 森林環境部流域保全科長 長坂 有
/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_/_

********************************************************************************
■刊行物ダイジェスト１ ・・・ 光珠内季報No.153（2009.1発行）
********************************************************************************
◇ササの名前にまつわる話 （緑化樹センター 錦織正智）

ササは専門家からも“分類困難”といわれる植物のひとつである。この理由から，サ
サの分類は繰り返し見直されてきた。ここでは，なぜササの分類は困難なのか？ 北海
道に自生するササの名前は？ について紹介する。

◇苗木の植え替えと成長 （緑化樹センター 石井弘之）
エゾヤマザクラの１年生苗木を，４年間据置，隔年植替及び毎年植替と３つの処理を

行い，４年間の成長を比較した。植え替えが頻繁なほど成長が抑制されるとともに，根
株近くでの細根の発達が促される効果が認められた。

◇ミツバウツギ種子の発芽 （森林環境部 長坂 有）
太平洋側の山地や河畔林などに多い低木ミツバウツギの発芽特性を明らかにするた

め，播種実験を行なった。ミツバウツギの種子は果実がまだ緑色の９月中に早採りして
すぐに播種すると翌年の発芽率が高くなるが，採取時期が遅れたり，種子が乾燥すると
多くが翌々年に発芽する可能性が示された。

＜-刊行物詳細情報-＞
http://www.fri.hro.or.jp/kanko/kiho/kihoh20.htm

********************************************************************************
■刊行物ダイジェスト２ ・・・ グリーントピックスNo.40（2009.1発行）
********************************************************************************
◇土そりを使って集材する

北海道には多くの高性能林業機械が導入されており、多機能で生産性が高いハーベス
タが最も多く使われています。ハーベスタの性能を十分に発揮させるには集材作業の効
率化が重要なため、有望なグラップルローダで「土そり」を引く方法の検討を進めてい
ます。

◇林地残材のチップ化費用をもっと安く！！
林地残材は新たな燃料源として期待されていますが、非常にかさばることからチップ

化するなどして“かさ”を減らして運搬する必要があります。このため、最大処理径が
異なる３機種の移動式チッパを用いてチップ化試験を行い、チップ化費用を比較しまし
た。

◇組織培養を利用したナナカマド切り枝の産地形成
ナナカマドの切り枝は、四季それぞれに“芽吹き物”“花物”“紅葉物”“実物”と呼ば

れて取り引きされます。美唄市農協と林業試験場は、組織培養による優良クローン増殖



技術を開発し、農地で成長したナナカマドの切り枝は美唄ブランドとして道内外に出荷
されています。

◇雄花の観察によってシラカバ花粉の飛散数を予測する
シラカバ花粉症対策のため、カバノキ属樹木（シラカンバ、ウダイカンバ、ダケカン

バ）の雄花の着花状況と翌春の花粉飛散数との関係を調査しました。その結果、枝先50
cmの雄花序の数と着花率の積を用いると翌春の飛散数を予測できることがわかりまし
た。

＜-刊行物詳細情報-＞
http://www.fri.hro.or.jp/kanko/topics/topicsh16.htm

********************************************************************************
■ホームページの紹介 ・・・ 北海道シラカバ花粉予報
********************************************************************************
【2009年北海道シラカバ花粉予報】
上記のグリーントピックスNo.40で紹介している研究成果を用いて、2009年のシラカバ
花粉飛散数を予測しました。その結果、札幌市と函館市が「非常に少ない」、旭川市が「非
常に少ない～少ない」、帯広市が「少ない～普通」となっています。詳しくは下記ホーム
ページをご覧ください。

＜-2009年北海道シラカバ花粉予報-＞
http://www.fri.hro.or.jp/sirakabayoho/sirakabayoho.html

********************************************************************************
■森とみどりのＱ＆Ａで解決！ ・・・ 河畔林の機能
********************************************************************************
【Ｑ】河畔林はなぜ必要なのでしょう？
【Ａ】河畔林には，周辺の都市や農地から流れ込む化学物質や土砂などを捕捉する緩衝帯

としてのはたらきがあり，日陰をつくり水温を上げない，落ち葉や倒流木の供給に
より水生生物の餌や住みかを提供するなど生態学的に重要な機能もあるからです。
大きくわけて以下のような機能があります。
1. 日射遮断：特に冷温性のサケ科魚類などにとって重要
2. 有機物供給（落ち葉，落下昆虫）：川から海まで含めた水生生物の餌として
3. 倒流木供給：河川微地形をつくり河川生物の住みかを提供
4. 細粒土砂の捕捉（濁りの防止）
5. 栄養塩の除去（水質浄化）
6. 野生動物の生息場（哺乳類，鳥類，爬虫類，両生類，昆虫…）

＜-森とみどりのＱ＆Ａ詳細情報-＞
http://www.fri.hro.or.jp/q&a/search.asp

********************************************************************************
■今日の達人のささやき ・・・ 森林環境部流域保全科長 長坂 有
********************************************************************************
雪国では春の融雪増水によって，多量の有機物や土砂が森から海へ流れ出ていきます。

これらの物質が沿岸の生物にどのように影響をおよぼしているのかについては，実はまだ
未解明な部分が多く，研究の途上にあります。昨年秋発行したパンフレット「森と川と海
の生き物たちのつながり」では，私たちが水産関係の研究者と協力して明らかにした，落
ち葉からサクラマス，カレイへの食物連鎖や，逆にサケが遡上して陸にもたらす栄養につ
いて紹介しました。川は，森と海をつなぐ物質循環の経路であるとともに，様々な生き物
がそれらを利用，消費して生活する場であるということを頭の片すみにおきながら，近く
の川を訪ねてみてはいかがでしょうか。
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■発行・編集
北海道立林業試験場
〒079-0198 北海道美唄市光珠内町東山

■問い合せ
企画指導部森林情報室情報管理科
電子メール mmgadmin@hfri.pref.hokkaido.jp

■記事の取り扱い
北海道立林業試験場メールマガジンに掲載された記事を転載することは
ご遠慮ください。
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